





Una aproximacion al "Onigokko" (juego del
"corre que te pillo") : acerca de los Oni




















































































































礼として聖の次元に「昇」り、その有用性 時 もに薄れていけば 俗の次元に「降」り
(残存して
)いくという考え方である。これはまた、「生活





びを手がかりとする比較文化学を提唱したＲ・カイヨワ、さらには遊び 本質を追究したＪ・アンリオやＥ・フィンクなどの哲学者 著作も挙げるこができる。このように「遊戯論」のごく一部 かいま見るだ でも、遊びを個人的・一過性のもの 見 か、あるいは社会的・文化的なレベルでとらえるかによって、また遊びの動機に着目するのか、その属性・機能を重視する



























「鬼どち」などともよばれ、古くから知られた伝統的 子ども である。基本形だけでも約五百種類、そのバリエーション 含めれば二千種以上にも
  
 
図-１ 「比々丘女図（山東京伝『骨董集』）」 加古里子 『伝









設定されればそれらの身体能力は絶対条件ではなくなる。むしろ逃げ手はつかまりそうになりながら、せまりくる追っ手から間一髪逃れるスリルを楽しむこともできる。そしてそ スリルは、 る以外に対抗手段を持たない無力な存在を演じることによって また追 手が単なる役割であ こと 越えて、触れるだけ 逃げ手の運命を変え
しまう強い力を持った鬼を演じるこ



















(6   フランスの「コラン・マヤール
Colin-Maillard」もドイツの「ブリンデ












































とはやや異なった点があるこ と 鬼が地獄の獄卒 限定されている である。異なっているのはそ 役割 構造である。本稿では「追う－逃げる」構造を持ち、「逃げ手－追い手」の役割交代 ある遊びを幅広く鬼ごっことして捉え ことにした。しかし 比々丘女 場合は「追 －守る－逃げる」と、より複雑な三役構造（寒川）になってい こと、そして、鬼に対 て仏教で語られる地獄の罪人を管理する役割が与えられていることから、これを他の鬼ごっこと同じよう あつかうことができ かどうかという疑問が生じるからである。
 
  ３．鬼に仮託されたもの は
 
 






























いうのが一般的であろう。角と虎皮の褌はそ ぞれ陰陽道 いう鬼門（丑寅の方角）に結びつけられたもので 平安時代の末頃に人々 間に定着したものと見なされている。国 重要無形文化財に指定さ て る豊橋安久美神戸神明社 鬼祭り 登場する虎皮の褌を締めた赤鬼・青鬼や鎧武者 姿をし長






























































来したもので、平安初期（八世紀初頭）から宮中で行われ よう なった大晦日の年中行事である。「鬼やら 」「なや い」 鬼走り 「厄払い」「厄おとし」「厄神送り」などとも呼ばれ、現在の節分のもとになった行事とさ
    図 2-2 豊橋鬼祭りの鬼 
 図 3-1 東大寺戒壇院四天王 
  
 


























































まで遡ってしまったが、ここには注意 ければならないこと ひとつあるように思われる。それは「枝引きずり遊び」 する子ザルたちは嵐山 金華山、幸島など餌付けされて サルの集団に限定して観察されるというこである。したが 、餌付けをされ なかったであろうわれわれ人類の遠い祖先が はたして「枝引きずり遊び」をすることができたかどうかは ささか疑問である。
 
        図 5 方相氏と振子 
  
 
           図 6 鳥獣人物戯画  
  
ところで、追難や 「枝引きずり
































る具体的な遊び方の変化 つい 述べること で なかった これ は諸外国の鬼ごっことの比較分析 あわせて今後の課題とし い。
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図２―１豊橋鬼祭りの鬼と天狗
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図２―２
 
豊橋鬼祭りの鬼
 
 
 
http://pds.exblog.jp/pds/1/200802/11/58/a0084658_21103280.jpg 
 ４
 
図３―１東大寺戒壇院四天王
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図３―２東大寺戒壇院四天王のうちの持国天
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興福寺の追難の鬼
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図５
 
方相氏と侲子
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鳥獣人物戯画
 
美術手帳
11月号
 特集『鳥獣人物戯画絵巻』
 
 
二二頁
 
